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その目的と使命を終えた 

「第二基本給」は廃止するべきだ！ 

 
 

＜東日本ユニオンの主張＞ 

・すでに使命と目的を終えている「第二基本給」は即刻廃止する

ことを求める。 

・国鉄採用者も多くは退職したことから、ＪＲ採用者からでも 

「第二基本給」については廃止することを検討するべきである。 

・住宅ローンなど、退職手当で支払うとした将来設計をしている

社員がいる。社宅への入居も 15 年までとなるなど、生活設計

が崩され、夢や希望を断ち切らなければならない社員もいる。 

・ＪＲ東日本発足以降に入社した多くの社員は「第二基本給」を

理解できていない。 

 

＜経営側の主張＞ 

・減額する制度ではなく、退職手当を算出するためのものである。 

・廃止となると各世代とのバランスが崩れ、費用も増大する。賃

金水準を含めて大掛かりなことになるため検討が必要である。

回答ではないが現行で妥当である。 

・就業規則に示してあり、簡単には変更はできない。「第二基本

給」は賃金制度を含めた変更を検討していくことになる。 

・社員は「第二基本給」があることを前提に入社している。 

 

 


